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複雑な地盤を理解するために～応用地質・物理探査との協働～ 

地盤工学は，主として，地盤を構成する材料（土，岩盤）の力学特性を調べることで地盤を理解し，安全かつ

経済的な構造物の設計施工および減災・防災に貢献してきた学問であるといえます。地盤工学に関連する学問分

野として応用地質学や地球物理学（物理探査学）が挙げられますが，地盤工学とは異なる視点で地盤・地質を理

解するための方法，例えば地質調査や物理探査手法，がそれぞれの分野で発展してきました。地盤工学が地盤工

学的課題を解決し社会の要請に応えるためには，これら他分野と協働し，複雑な地盤を深く理解することが必要

不可欠となります。Interdisciplinary Research（学際研究）の重要性が謳われて久しいですが，技術革新が目まぐ

るしく進む現在において，いまいちど，地盤工学と他分野との協働の可能性や意義について議論する意義は大き

いと思われます。 

本号では，応用地質学や物理探査，さらには機械学習の各分野の専門家から見た地盤工学，およびそれぞれの

分野と地盤工学との協働の意義・可能性について，各専門家に独自の視点でまとめていただきました。また，地

盤工学と応用地質，地盤工学と物理探査の協働の具体的な研究事例についても，各専門家にご紹介いただきまし

た。本特集が，地盤工学と他分野の協働について改めて見つめなおし，その可能性や意義について考えるきっか

けになれば幸いです。 

（珠玖 隆行，新井 洋，神山 惇，佐藤 雄太，都田 真理恵，久松 伸一，松尾 祐子） 
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